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(百万円未満切捨て)
１．2025年10月期の連結業績（2024年11月１日～2025年10月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年10月期 28,895 3.5 1,794 △17.6 2,289 △11.5 1,730 10.4

2024年10月期 27,909 △0.8 2,177 △2.5 2,587 △0.6 1,568 △0.2
(注) 包括利益 2025年10月期 2,101百万円(△47.9％) 2024年10月期 4,031百万円( 57.3％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年10月期 71.04 － 3.4 3.5 6.2
2024年10月期 64.36 － 3.2 4.1 7.8

(参考) 持分法投資損益 2025年10月期 138百万円 2024年10月期 97百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年10月期 66,884 52,347 77.6 2,131.47

2024年10月期 65,112 50,833 77.6 2,072.93
(参考) 自己資本 2025年10月期 51,932百万円 2024年10月期 50,505百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2025年10月期 1,049 △854 △942 13,011
2024年10月期 2,736 △2,232 △1,248 13,595

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年10月期 － 0.00 － 23.00 23.00 562 35.7 1.1

2025年10月期 － 0.00 － 25.00 25.00 612 35.2 1.2

2026年10月期(予想) － 0.00 － 25.00 25.00 67.7

３．2026年10月期の連結業績予想（2025年11月１日～2026年10月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 14,100 2.2 300 △71.5 500 △61.3 100 △86.8 4.10
通 期 28,900 0.0 1,100 △38.7 1,600 △30.1 900 △48.0 36.94



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社、除外 －社

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年10月期 25,450,000 株 2024年10月期 25,450,000株

② 期末自己株式数 2025年10月期 1,085,568株 2024年10月期 1,085,568株

③ 期中平均株式数 2025年10月期 24,364,432株 2024年10月期 24,364,475株

（注）期末自己株式数には、「株式給付信託（ＢＢＴ）」に係る信託財産として「株式会社日本カストディ銀行（信
託Ｅ口）」が保有する当社株式（2025年10月期 144,900株、2024年10月期 94,900株）が含まれております。

(参考) 個別業績の概要
１．2025年10月期の個別業績（2024年11月１日～2025年10月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年10月期 14,412 △0.3 △1,161 － 802 △62.9 1,222 △41.3

2024年10月期 14,448 △2.7 △472 － 2,165 14.8 2,082 10.6

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2025年10月期 50.18 －

2024年10月期 85.49 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年10月期 39,997 29,824 74.6 1,224.09

2024年10月期 39,689 29,642 74.7 1,216.62

(参考) 自己資本 2025年10月期 29,824百万円 2024年10月期 29,642百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料「１．経営成績等の概況
（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における世界経済は、一部の地域で成長の鈍化がみられたものの、インフレ率の減速などを背景

に、全体としては緩やかな回復基調を示しました。一方で、ロシア・ウクライナ情勢の長期化、中東情勢、中国に

おける不動産市場の低迷、米国の政策動向など、先行きに対する不透明感は依然として残りました。

当社関連市場につきましては、カメラ市場はミラーレスカメラを中心にレンズ交換式デジタルカメラ及び交換レ

ンズ需要が堅調に推移しました。半導体露光装置市場はメモリやパワー半導体需要の回復に遅れがみられるものの、

生成AIに使用されるメモリ及びロジック半導体需要が高まったことなどから装置需要が堅調に推移しました。FPD露

光装置市場はパネルの需給バランスの改善に伴い装置需要に緩やかな回復がみられました。

このような状況のもと、当連結会計年度の当社業績は、売上高28,895百万円（前期比3.5％増）、営業利益1,794

百万円（同17.6％減）、経常利益2,289百万円（同11.5％減）、親会社株主に帰属する当期純利益1,730百万円（同

10.4％増）となりました。

売上高は、光事業が15,310百万円（同9.8%増）、エレクトロニクス事業が13,585百万円（同2.7％減）となったこ

とから28,895百万円（同3.5％増）となりました。

営業利益は、売上総利益が8,546百万円（同2.7％減）、販売費及び一般管理費が6,752百万円（同2.2％増）とな

ったことから1,794百万円（同17.6％減）となりました。売上総利益は、半導体露光装置向け製品の在庫調整に伴い

生産設備の稼働率が低下したこと及び製品ミックスが変化したことなどから8,546百万円（同2.7％減）となりまし

た。販売費及び一般管理費は、人件費、修繕費、及び運搬費が増加したことなどから6,752百万円（同2.2％増）と

なりました。

経常利益は、営業外収益として円相場の大幅な変動による為替差益の計上及び持分法による投資利益の計上によ

り改善したことから2,289百万円（同11.5％減）となりました。

親会社株主に帰属する当期純利益は、特別利益として政策保有株式の売却による投資有価証券売却益897百万円を

計上したこと、及び法人税等調整額341百万円を計上したことなどから1,730百万円（同10.4％増）となりました。

なお、期中平均の為替レートは、米ドルが149.34円（前期は150.54円となり1.20円の円高）、ユーロが166.06円

（前期は163.59円となり2.47円の円安）となりました。

セグメントの業績は次のとおりです。

① 光事業

当事業の売上高は、15,310百万円（前期比9.8％増）、営業損失は799百万円（前期は800百万円の営業損失）とな

りました。売上高の内訳は、光学プレス品12,458百万円（前期比8.8％増）、光学ブロック品2,851百万円（同14.1

％増）となりました。

光学プレス品の売上高は日本及び中国におけるレンズ交換式デジタルカメラ及び交換レンズ需要が回復したこと

から前期比で増加しました。一方で、カメラ市場向け需要が堅調に推移したことに加え、当社台湾工場の事業転換

に伴う製品在庫の積み増しをしたことなどから光学ガラスの生産量が増加したものの、原材料費の高騰、製品ミッ

クスの悪化によるコストの増加、及びレアアース調達リスク対応に関連した費用が発生したことから、原価率は前

期並みの水準となりました。また、販売が堅調に推移したこと、及び光製品の素材開発費用が増加したことに伴い、

販管費が増加しました。これらの結果により、光事業は前期比で増収、営業損失は同程度の推移となりました。

② エレクトロニクス事業

当事業の売上高は、13,585百万円（前期比2.7％減）、営業利益は2,593百万円（同12.9％減）となりました。売

上高の内訳は、特殊ガラス8,285百万円（同7.7％減）、石英ガラス5,300百万円（同6.2％増）となりました。

特殊ガラスは、AIサーバー向けプリント基板へ使用される低誘電ガラスの売上が増加したものの、半導体露光装

置向け製品の在庫調整に伴い売上が減少しました。石英ガラスは、FPD露光装置及び半導体フォトマスク向け製品の

売上が増加しました。また、半導体露光装置向け製品の在庫調整に伴う生産設備の稼働率低下及び製品ミックスの

変化がありました。これらの結果により、エレクトロニクス事業は前期比で減収、減益となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

（資産）

当連結会計年度末における総資産は66,884百万円（前連結会計年度末比2.7％増）となり、前連結会計年度末と比

べ1,772百万円の増加となりました。資産の内訳ですが、流動資産は、原材料及び貯蔵品が745百万円増加したこと

などにより、前連結会計年度末と比べ1,205百万円増加し40,259百万円（同3.1％増）となりました。固定資産は、

建物及び構築物が350百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末と比べ567百万円増加し26,625百万円（同

2.2％増）となりました。

（負債）

当連結会計年度末における負債は14,537百万円（前連結会計年度末比1.8％増）となり、前連結会計年度末に比べ

て258百万円の増加となりました。負債の内訳ですが、流動負債は、短期借入金が188百万円増加したことなどによ

り、前連結会計年度末と比べ238百万円増加し9,977百万円（同2.5％増）となりました。固定負債は、繰延税金負債

が402百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末と比べ20百万円増加し4,559百万円（同0.4％増）となりま

した。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産は52,347百万円（前連結会計年度末比3.0％増）となり、前連結会計年度末に比

べて1,513百万円の増加となりました。これは利益剰余金が1,168百万円増加したことが主な要因です。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前当期純利益を計上した

ものの、棚卸資産の増加や有形固定資産の取得による支出があったことなどから、前連結会計年度末に比べて583百

万円減少し、当連結会計年度末には13,011百万円（前連結会計年度末比4.3％減）となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は1,049百万円（前期比61.7％減）となりました。

これは、税金等調整前当期純利益3,065百万円(同18.5％増)や減価償却費1,442百万円（同3.3％減）があったもの

の、棚卸資産の増加1,468百万円(同922.8％増)があったことが主な要因であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は854百万円（前期比61.7％減）となりました。

これは、有形固定資産の取得による支出1,858百万円（同17.0％増）があったことが主な要因であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は942百万円（前期比24.5％減）となりました。

これは、配当金の支払額562百万円（同15.3％増）や割賦債務の返済による支出233百万円（同12.3％減）があっ

たことが主な要因であります。
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（４）今後の見通し

今後の経営環境につきましては、世界経済の減速が予測されるほか、ロシア・ウクライナ情勢の長期化、中国に

おける個人消費の停滞と不動産市場の不振、及び米国の政策動向など、景気の下押しリスクが残る見込みです。

光事業の関連市場では、カメラ市場は、ミラーレスカメラの新製品が需要を下支えしていることから、市場縮小

に歯止めがかかり、当面は横ばいで推移することが見込まれます。その他光学機器市場は、画像認識技術及び拡張

現実技術の進展により、品質の高い光学ガラス需要の増加が見込まれます。

エレクトロニクス事業の関連市場では、半導体露光装置市場は、AI半導体を中心とした世界的な設備投資を背景

に、需要の増加が見込まれます。また、FPD露光装置市場についても、需要の改善が予想されます。

当社グループの事業別主要施策及び今後の見通しは、次のとおりです。

（光事業）

（i）事業構造の改革による収益性の改善

光学ガラス生産拠点の再編による生産性向上を図り、適正利益の確保に向けた原価低減活動を進めます。また、

東南アジアでのサプライチェーンの構築を進めることで付加価値の高いレンズ加工品の供給体制及び販売体制を強

化します。

（ii）新規事業の立ち上げ

成長分野であるXR（クロスリアリティ）市場において、資本業務提携先と連携し、ARグラス向けディスプレイモ

ジュールに対応したガラス素材の開発活動を進めます。また、顧客ニーズに対応した新製品をリリースすることで

業績への貢献を目指します。

（iii）レアアース調達リスク対応

中国国内の合弁会社を活用し、レアアース原料を含有する光学ガラスの生産の一部を中国国内生産に切り替える

とともに、レアアースを含有しない光学ガラスの開発を進めるなどの取り組みにより、レアアース調達リスクを低

減します。

（エレクトロニクス事業）

（i）既存事業の強化

半導体市場の中長期的な需要拡大に対応するため、半導体露光装置向け素材の生産設備増強に継続して取り組み

ます。2023年10月期からi線用高均質性光学ガラスの生産設備増強を進めてまいりましたが、2026年10月期からは石

英ガラスの熔解工程及び加工工程の生産設備増強を進めます。また、海外拠点の販売体制を強化してアジア地域及

び欧州への拡販を進めます。

（ii）新規事業の立ち上げ

リチウムイオン伝導性ガラスセラミックス「LICGC ™ 」は、酸化物系固体電解質の中でトップクラスのイオン伝導

性を持ち、高い化学的安定性と耐水性を備えています。当社は、液系リチウムイオン電池の添加材として電池性能

の向上に貢献する「LICGC ™ PW-01」と、次世代電池材料として期待される「LICGC ™ SP-01」のラインナップを有し

ています。「LICGC ™ PW-01」については、新たに製造ラインを設置し、国内外の電池メーカーへの採用拡大に向け

て取り組みます。また、「LICGC ™ SP-01」については、量産技術を確立し生産能力を高めることで、新規需要の獲

得を目指します。

電子基板用低誘電ガラスは、AIサーバー市場の拡大に伴い、プリント基板に使用されるガラスクロスとして需要

が増加しております。当社は台湾工場において、電子基板用低誘電ガラス専用の熔解炉立ち上げを進めており、

2026年10月期に売上への寄与を見込んでいます。台湾工場においては、既存の光学ガラス生産設備を低誘電ガラス

生産設備へ転換することで、資産効率の向上と売上高の拡大を図ってまいります。
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2026年10月期（2025年11月～2026年10月）の連結業績予想は、次のとおりとしております。

売上高28,900百万円（当年度比0.0％増）

営業利益1,100百万円（同38.7％減）

経常利益1,600百万円（同30.1％減）

親会社株主に帰属する当期純利益900百万円（同48.0％減）

次期見通しにおける為替相場につきましては、１米ドル150.00円、１ユーロ165.00円と想定しております。

（中期経営計画の進捗について）

当社は、2026年10月期を最終年度とする3ヵ年の中期経営計画に基づき、事業戦略の推進に取り組んでまいりまし

た。しかしながら、2026年10月期においては、半導体露光装置向け製品の在庫調整の長期化や、新規事業のターゲ

ット市場であるリチウムイオンバッテリー市場における当社関連製品の量産供給ニーズの変化に伴い、新規事業の

立ち上げが遅延するなど、計画策定時に想定した前提条件から大きく乖離する事業環境となっております。このよ

うな状況から、収益性の向上には課題が残り、中期経営計画で掲げた経営数値目標の達成が困難となる見込みで

す。なお、現行中期経営計画における事業戦略は、当社の持続的成長を実現するための重要施策であることから、

引き続き着実に推進してまいります。

上記予想につきましては、現時点での入手可能な情報と最も合理的と判断される一定の前提に基づき算定してお

りますが、実際の業績の結果は見通しと大きく異なることがあります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、国内の同業他社との比較可能性の確保及び国際会計基準に基づく連結財務諸表を作成するための

体制整備の負担等を考慮し、日本基準に基づき連結財務諸表を作成しております。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年10月31日)

当連結会計年度
(2025年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,161,264 14,361,720

受取手形及び売掛金 7,163,129 7,607,463

電子記録債権 1,819,509 1,335,936

有価証券 － 99,280

商品及び製品 2,887,775 3,370,214

仕掛品 7,856,061 8,321,727

原材料及び貯蔵品 3,568,974 4,314,952

その他 624,784 874,369

貸倒引当金 △26,832 △25,834

流動資産合計 39,054,666 40,259,830

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 15,519,988 16,346,199

減価償却累計額 △11,169,249 △11,644,907

建物及び構築物（純額） 4,350,738 4,701,292

機械装置及び運搬具 19,008,651 19,801,695

減価償却累計額 △16,518,683 △17,032,118

機械装置及び運搬具（純額） 2,489,968 2,769,577

工具、器具及び備品 12,692,181 13,174,317

減価償却累計額 △3,538,205 △3,695,111

工具、器具及び備品（純額） 9,153,976 9,479,206

土地 340,077 353,050

使用権資産 481,245 499,679

減価償却累計額 △210,283 △233,064

使用権資産（純額） 270,961 266,615

建設仮勘定 517,523 528,575

有形固定資産合計 17,123,245 18,098,316

無形固定資産 206,930 140,895

投資その他の資産

投資有価証券 7,839,288 7,259,598

退職給付に係る資産 614,254 832,728

繰延税金資産 177,848 196,471

その他 96,221 97,151

投資その他の資産合計 8,727,613 8,385,950

固定資産合計 26,057,789 26,625,162

資産合計 65,112,456 66,884,993
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年10月31日)

当連結会計年度
(2025年10月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,385,811 1,536,233

電子記録債務 718,290 577,208

短期借入金 4,011,763 4,199,804

リース債務 359,437 204,229

未払法人税等 238,793 261,676

契約負債 44,761 61,264

賞与引当金 940,307 877,216

役員賞与引当金 106,085 108,896

事業構造改善引当金 － 20,681

未払金 1,349,740 1,457,282

その他 584,246 673,413

流動負債合計 9,739,237 9,977,907

固定負債

長期借入金 1,156,870 853,573

リース債務 328,921 342,001

繰延税金負債 1,895,789 2,298,578

退職給付に係る負債 857,469 744,477

役員株式給付引当金 113,090 133,281

資産除去債務 85,663 85,029

その他 101,767 102,746

固定負債合計 4,539,571 4,559,689

負債合計 14,278,809 14,537,597

純資産の部

株主資本

資本金 5,855,000 5,855,000

資本剰余金 7,962,140 7,955,040

利益剰余金 28,724,990 29,893,225

自己株式 △1,477,135 △1,470,035

株主資本合計 41,064,995 42,233,230

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,839,310 2,387,408

為替換算調整勘定 6,479,903 7,148,938

退職給付に係る調整累計額 121,645 162,477

その他の包括利益累計額合計 9,440,859 9,698,824

非支配株主持分 327,793 415,341

純資産合計 50,833,647 52,347,396

負債純資産合計 65,112,456 66,884,993
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年11月１日
至 2024年10月31日)

当連結会計年度
(自 2024年11月１日
至 2025年10月31日)

売上高 27,909,188 28,895,673

売上原価 19,125,422 20,349,109

売上総利益 8,783,766 8,546,564

販売費及び一般管理費 6,606,167 6,752,297

営業利益 2,177,599 1,794,267

営業外収益

受取利息 160,190 125,457

受取配当金 124,194 129,490

為替差益 － 52,641

持分法による投資利益 97,177 138,622

その他 124,007 119,876

営業外収益合計 505,569 566,089

営業外費用

支払利息 42,587 59,018

固定資産除却損 36,801 2,420

為替差損 11,556 －

その他 4,446 9,149

営業外費用合計 95,391 70,588

経常利益 2,587,777 2,289,768

特別利益

投資有価証券売却益 － 897,450

特別利益合計 － 897,450

特別損失

投資有価証券評価損 － 101,999

事業構造改善引当金繰入額 － 19,690

特別損失合計 － 121,690

税金等調整前当期純利益 2,587,777 3,065,527

法人税、住民税及び事業税 978,111 880,456

法人税等調整額 △44,506 341,861

法人税等合計 933,605 1,222,318

当期純利益 1,654,172 1,843,209

非支配株主に帰属する当期純利益 85,967 112,409

親会社株主に帰属する当期純利益 1,568,205 1,730,799
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年11月１日
至 2024年10月31日)

当連結会計年度
(自 2024年11月１日
至 2025年10月31日)

当期純利益 1,654,172 1,843,209

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 858,325 △451,902

為替換算調整勘定 1,102,512 624,184

退職給付に係る調整額 416,980 40,832

持分法適用会社に対する持分相当額 △776 44,851

その他の包括利益合計 2,377,042 257,965

包括利益 4,031,214 2,101,175

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 3,945,247 1,988,765

非支配株主に係る包括利益 85,967 112,409
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 2023年11月１日 至 2024年10月31日）

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 5,855,000 7,962,140 27,645,972 △1,477,050 39,986,063

当期変動額

剰余金の配当 △489,187 △489,187

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,568,205 1,568,205

自己株式の取得 △84 △84

自己株式の処分 －

連結除外に伴う利益

剰余金の増減額
－

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

－

当期変動額合計 － － 1,079,017 △84 1,078,932

当期末残高 5,855,000 7,962,140 28,724,990 △1,477,135 41,064,995

その他の包括利益累計額
非支配

株主持分
純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 1,980,984 5,378,166 △295,334 7,063,816 261,475 47,311,354

当期変動額

剰余金の配当 － △489,187

親会社株主に帰属す

る当期純利益
－ 1,568,205

自己株式の取得 － △84

自己株式の処分 － －

連結除外に伴う利益

剰余金の増減額
－ －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

858,325 1,101,736 416,980 2,377,042 66,318 2,443,360

当期変動額合計 858,325 1,101,736 416,980 2,377,042 66,318 3,522,292

当期末残高 2,839,310 6,479,903 121,645 9,440,859 327,793 50,833,647
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当連結会計年度（自 2024年11月１日 至 2025年10月31日）

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 5,855,000 7,962,140 28,724,990 △1,477,135 41,064,995

当期変動額

剰余金の配当 △562,564 △562,564

親会社株主に帰属す

る当期純利益
1,730,799 1,730,799

自己株式の取得 △61,800 △61,800

自己株式の処分 △7,100 68,900 61,800

連結除外に伴う利益

剰余金の増減額
－

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

－

当期変動額合計 － △7,100 1,168,235 7,100 1,168,235

当期末残高 5,855,000 7,955,040 29,893,225 △1,470,035 42,233,230

その他の包括利益累計額
非支配

株主持分
純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 2,839,310 6,479,903 121,645 9,440,859 327,793 50,833,647

当期変動額

剰余金の配当 － △562,564

親会社株主に帰属す

る当期純利益
－ 1,730,799

自己株式の取得 － △61,800

自己株式の処分 － 61,800

連結除外に伴う利益

剰余金の増減額
－ －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△451,902 669,035 40,832 257,965 87,547 345,513

当期変動額合計 △451,902 669,035 40,832 257,965 87,547 1,513,748

当期末残高 2,387,408 7,148,938 162,477 9,698,824 415,341 52,347,396
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年11月１日
至 2024年10月31日)

当連結会計年度
(自 2024年11月１日
至 2025年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 2,587,777 3,065,527

減価償却費 1,491,439 1,442,081

持分法による投資損益（△は益） △97,177 △138,622

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △209,903 △197,732

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △196,787 △112,991

長期未払金の増減額（△は減少） △15,680 －

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 16,053 20,191

賞与引当金の増減額（△は減少） 75,001 △73,049

貸倒引当金の増減額（△は減少） △37,590 △2,240

訴訟損失引当金の増減額（△は減少） △21,700 －

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） － 19,690

資産除去債務の増減額（△は減少） △50 2,372

受取利息及び受取配当金 △284,384 △254,947

支払利息 42,587 59,018

為替差損益（△は益） 33,351 2,719

固定資産除却損 36,801 2,420

固定資産売却損益（△は益） △25,199 △168

投資有価証券売却損益（△は益） － △897,450

投資有価証券評価損益（△は益） － 101,999

売上債権の増減額（△は増加） △557,047 223,469

棚卸資産の増減額（△は増加） △143,544 △1,468,140

仕入債務の増減額（△は減少） 38,719 16,821

その他 854,683 △120,090

小計 3,587,349 1,690,876

利息及び配当金の受取額 282,314 258,651

利息の支払額 △43,717 △60,416

法人税等の支払額 △1,089,888 △839,853

供託金の返還による収入 15,000 －

和解金の支払額 △15,000 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,736,057 1,049,258

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △2,733,003 △1,336,524

定期預金の払戻による収入 2,115,496 1,550,295

投資有価証券の取得による支出 △182,000 △243,499

投資有価証券の売却による収入 200,000 1,090,000

有形固定資産の取得による支出 △1,588,271 △1,858,277

有形固定資産の売却による収入 36,773 4,653

有形固定資産の除却による支出 △29,086 △398

無形固定資産の取得による支出 △47,110 △48,088

資産除去債務の履行による支出 △938 △3,005

その他 △4,579 △9,180

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,232,720 △854,024
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年11月１日
至 2024年10月31日)

当連結会計年度
(自 2024年11月１日
至 2025年10月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △480,000 △200,000

長期借入れによる収入 500,000 900,000

長期借入金の返済による支出 △494,669 △821,702

自己株式の取得による支出 △84 －

割賦債務の返済による支出 △266,211 △233,372

配当金の支払額 △488,216 △562,898

非支配株主への配当金の支払額 △19,649 △24,862

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,248,832 △942,835

現金及び現金同等物に係る換算差額 406,047 163,922

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △339,446 △583,678

現金及び現金同等物の期首残高 13,934,932 13,595,485

現金及び現金同等物の期末残高 13,595,485 13,011,806
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

(「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針 第

28号2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱い

に従っております。なお、当該会計方針の変更による連結財務諸表に与える影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当連結会計年度の期首から適用して

おります。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前連結会計年度については遡及適用後の連結財務諸表となっ

ております。なお、当該会計方針の変更による前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

(追加情報)

（法人税等の税率の変更による影響）

「所得税法等の一部を改正する法律」（令和７年法律第13号）が2025年３月31日に国会で成立し、2026年４月

１日以後に開始する連結会計年度より防衛特別法人税が新設されることとなりました。

これに伴い、2026年11月１日以後開始する連結会計年度において解消が見込まれる一時差異等については、繰

延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の30.6％から31.5％となります。

なお、この税率変更による影響は軽微であります。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、製品別のセグメントから構成されており、光学プレス品、光学ブロック品などの光学製品用途向けの製品

群から構成される「光事業」と、特殊ガラス、石英ガラスなどのエレクトロニクス製品用途向けの製品群から構成さ

れる「エレクトロニクス事業」の２つを報告セグメントとしております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

（報告セグメントごとの利益又は損失に関する事項）

報告セグメントの各項目の合計額は、連結貸借対照表又は連結損益計算書上のそれぞれの金額と一致しておりま

す。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報及び収益の分解情報

前連結会計年度（自 2023年11月１日 至 2024年10月31日）

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）

連結財務諸表
計上額

光事業
エレクトロニク

ス事業
計

売上高

光学プレス品 11,447,091 － 11,447,091 － 11,447,091

光学ブロック品 2,499,408 － 2,499,408 － 2,499,408

特殊ガラス － 8,973,669 8,973,669 － 8,973,669

石英ガラス － 4,989,019 4,989,019 － 4,989,019

顧客との契約から生じる
収益

13,946,499 13,962,689 27,909,188 － 27,909,188

その他収益 － － － － －

外部顧客に対する売上高 13,946,499 13,962,689 27,909,188 － 27,909,188

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 13,946,499 13,962,689 27,909,188 － 27,909,188

セグメント利益又は損失(△) △800,859 2,978,459 2,177,599 － 2,177,599

セグメント資産 32,982,041 23,506,946 56,488,987 8,623,468 65,112,456

その他の項目

減価償却費 667,038 824,401 1,491,439 － 1,491,439

持分法適用会社への
投資額

2,220,926 － 2,220,926 － 2,220,926

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

795,190 985,831 1,781,021 － 1,781,021

(注) セグメント資産の「調整額」の額は、全社資産であり、その主なものは、親会社での余資運用資金（現金

及び預金等）及び長期投資資金（投資有価証券等）であります。
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当連結会計年度（自 2024年11月１日 至 2025年10月31日）

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）

連結財務諸表
計上額

光事業
エレクトロニク

ス事業
計

売上高

光学プレス品 12,458,461 － 12,458,461 － 12,458,461

光学ブロック品 2,851,781 － 2,851,781 － 2,851,781

特殊ガラス － 8,285,151 8,285,151 － 8,285,151

石英ガラス － 5,300,279 5,300,279 － 5,300,279

顧客との契約から生じる
収益

15,310,242 13,585,431 28,895,673 － 28,895,673

その他収益 － － － － －

外部顧客に対する売上高 15,310,242 13,585,431 28,895,673 － 28,895,673

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 15,310,242 13,585,431 28,895,673 － 28,895,673

セグメント利益又は損失(△) △799,508 2,593,776 1,794,267 － 1,794,267

セグメント資産 35,605,493 23,654,729 59,260,223 7,624,769 66,884,993

その他の項目

減価償却費 697,818 744,262 1,442,081 － 1,442,081

持分法適用会社への
投資額

2,403,274 － 2,403,274 － 2,403,274

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

1,264,056 1,164,467 2,428,524 － 2,428,524

(注) セグメント資産の「調整額」の額は、全社資産であり、その主なものは、親会社での余資運用資金（現金

及び預金等）及び長期投資資金（投資有価証券等）であります。

４ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

前連結会計年度（自 2023年11月１日 至 2024年10月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自 2024年11月１日 至 2025年10月31日）

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
（自 2023年11月１日
至 2024年10月31日）

当連結会計年度
（自 2024年11月１日
至 2025年10月31日）

１株当たり純資産額 2,072.93円 2,131.47円

１株当たり当期純利益金額 64.36円 71.04円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株主資本において自己株式として計上されている株式会社日本カストディ銀行（信託E口）が保有する当社

の株式は、１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式数から控除する自己株式に含めております（前連

結会計年度94,900株、当連結会計年度144,900株）。また、１株当たり当期純利益金額の算定上、期中平均

株式数の計算において控除する自己株式に含めております（前連結会計年度94,900株、当連結会計年度

137,229株）。

３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
（自 2023年11月１日
至 2024年10月31日）

当連結会計年度
（自 2024年11月１日
至 2025年10月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益金額（千円） 1,568,205 1,730,799

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利
益金額（千円）

1,568,205 1,730,799

普通株式の期中平均株式数（株） 24,364,475 24,364,432

(重要な後発事象)

（自己株式の取得）

当社は、2025年12月11日の取締役会決議において、会社法第459条第1項の規定及び当社定款の定めに基づき、

自己株式を取得することといたしました。

（1） 自己株式の取得を行う理由

株主還元及び経営環境に応じた機動的な資本政策の遂行を可能とするため。

（2）取得の内容

① 取得する株式の種類 ：当社普通株式

② 取得し得る株式の総数 ：630,000株を上限とする

(発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合2.59％)

③ 株式の取得価額の総額 ：891,000,000円を上限とする

④ 取得する期間 ：2025年12月12日～2026年４月10日

⑤ 取得方法 ：東京証券取引所における市場買付

（自己株式立会外買付取引（ＴｏＳＴＮｅＴ－３）による買付を含む）


